
広　告

詳しくは… 問 総務秘書課  ☎７３ｰ６６２１

主広 告 募 集
広報【南島原】で広告を募集しております。

あなたの会社、お店の広告を載せてみませんか。

◎経費削減と新たな財源の確保のために、有料広告を募集しています。
◎広報紙のほか、市ホームページのバナー広告や公用車広告も併せて
　募集しています。

会社・商品ＰＲ、イベント告知に。　

☎72‒2017（担当：健診室）
※事前予約が必要です。予約枠には限りがあります。

ご希望の日程に予約をお取りできない場合もございますので、ご了承ください。

多忙な平日をお過ごしの女性の皆様

令和２年 1月26日・2月16日令和２年 1月26日・2月16日令和２年 1月26日・2月16日
日曜日に乳がん検診を受けましょう！！日曜日に乳がん検診を受けましょう！！

南島原市深江町丁2405番地

22広報 2019.12南島原23 広報 2019.12南島原

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
団
地

・
深　
江　
あ
ぜ
つ
第
１
団
地（
１
戸
）

・
深　
江　
あ
ぜ
つ
第
２
団
地（
２
戸
）

・
深　
江　
つ
つ
じ
が
丘
団
地（
１
戸
）

・
深　
江　
馬
場
団
地…

（
１
戸
）

・
有　
家　
堂
山
団
地…

（
１
戸
）

・
有　
家　
下
鬼
塚
団
地
（
１
戸
）

・
有　
家　
鬼
塚
団
地…

（
２
戸
）

・
西
有
家　
上
の
原
団
地
（
１
戸
）

・
南
有
馬　
新
三
崎
団
地
（
１
戸
）

・
口
之
津　
白
浜
団
地…

（
４
戸
）

・
口
之
津　
早
崎
団
地…

（
５
戸
）

●
募
集
期
間

　
12
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

●
入
居
資
格
条
件…

収
入
が
基
準

に
該
当
す
る
な
ど
、
市
が
指
定

す
る
条
件
を
全
て
満
た
す
人

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
入
居
者
の
決
定…

資
格
要
件
を

満
た
し
た
申
込
者
の
数
が
募
集

戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
抽
選
日…

12
月
20
日
㈮

　
午
後
２
時　
南
有
馬
庁
舎

問
都
市
計
画
課 

☎
７
３
‐
６
６
７
７

文
化
財
整
理
作
業
員
募
集

●
募
集
人
員…

若
干
名

●
勤
務
内
容…

土
器
や
石
器
の
実

測
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
な
ど
発
掘

調
査
報
告
書
作
成
に
係
る
業
務
。

そ
の
他
文
化
財
保
護
行
政
に
係

る
業
務
。

※

米
粒
大
の
文
字
を
書
く
よ
う
な

細
か
い
測
量
作
業
が
中
心

●
勤
務
地…

深
江
埋
蔵
文
化
財
整

理
室

●
報
酬
な
ど…

時
給
８
０
０
円
、

雇
用
保
険
あ
り

●
雇
用
期
間…

令
和
２
年
１
月
上

旬
〜
令
和
２
年
２
月
下
旬

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　
週
５
日（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
う
ち

５
時
間
45
分
勤
務
）

●
試
験…

書
類
選
考

※

書
類
選
考
の
結
果
は
、
後
日
連

絡
し
ま
す
。

し
12
月
16
日
㈪ 

必
着

も
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入（
写
真
貼
付
）し
、応
募
職

種
を
朱
書
き
し
た
封
筒
に
入
れ

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
持
参

可
）。

※

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
文
化
財
課 

☎
７
３
‐
６
７
０
５

　
〒
８
５
９
‐
２
４
１
２

　
南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

文
化
財
発
掘
作
業
員
募
集

●
募
集
人
員…

若
干
名

●
勤
務
内
容…

埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
業
務
（
遺
物
包
含
層
の
掘

削
、
遺
物
・
遺
構
の
検
出
、
測
量
、

埋
め
戻
し
な
ど
）。
そ
の
他
、

文
化
財
保
護
行
政
に
係
る
業
務
。

●
勤
務
地…

市
内
の
発
掘
調
査
現

場
（
主
に
西
有
家
町
）

●
報
酬
な
ど…

時
給
９
５
０
円
、

雇
用
保
険
あ
り

●
雇
用
期
間…

令
和
２
年
１
月
上

旬
〜
令
和
２
年
２
月
下
旬

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　
週
５
日
（
土
、
日
、
祝
日
お
よ

び
担
当
課
が
指
定
す
る
日
を
除

く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
う

ち
５
時
間
45
分
勤
務
）

●
試
験…

面
接

※

日
時
、場
所
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

し
12
月
16
日
㈪ 

必
着

も
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入（
写
真
貼
付
）し
、
応
募
職

種
を
朱
書
き
し
た
封
筒
に
入
れ

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
持
参

可
）。

※

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
文
化
財
課 

☎
７
３
‐
６
７
０
５

　
〒
８
５
９
‐
２
４
１
２

　
南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

南
島
原
市
体
育
協
会

事
務
局
員
募
集

●
募
集
人
員…

１
人

●
勤
務
内
容…

南
島
原
市
体
育
協

会
運
営
に
係
る
一
般
事
務

●
勤
務
地…

市
役
所
南
有
馬
庁
舎

内
事
務
局

●
報
酬
な
ど…

月
額
１
２
７
，０

０
０
円
、社
会
保
険
・
厚
生
年

金
・
雇
用
保
険
・
傷
害
保
険
あ
り

●
雇
用
期
間…

令
和
２
年
４
月
１

日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　

原
則
週
５
日（
土
日
、祝
日
、年

末
年
始
を
除
く
）、午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時（
う
ち
７
時
間

30
分
勤
務
）

※

土
日
の
勤
務
や
夜
間
の
会
議
が

あ
る
場
合
は
振
替
休
日
。

●
応
募
資
格…

ス
ポ
ー
ツ
に
興
味

が
あ
り
、普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
有
す
る
人
で
、「
ワ
ー
ド
」

「
エ
ク
セ
ル
」「
Ｅ
メ
ー
ル
」な
ど

の
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

●
試
験…

面
接

※

日
時
、場
所
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

し
令
和
２
年
１
月
21
日
㈫ 

必
着

も
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入（
写
真
添
付
）し
、
応
募
職

種
を
朱
書
き
し
た
封
筒
に
入
れ

て
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
持

参
可
）。

※

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
７
３
‐
６
７
０
４

　
〒
８
５
９
‐
２
４
１
２

　
南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
募
集

●
募
集
人
員…

２
人

●
勤
務
内
容…

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
活
用
場
面
に
お
い
て
の

支
援

●
勤
務
地…

市
内
小
中
学
校
（
勤

務
校
は
後
日
指
定
し
ま
す
）

●
報
酬
な
ど…

時
給
１
，
０
５
０

円
、
通
勤
手
当
・
12
月
期
末
手

当
あ
り
、
雇
用
保
険
あ
り

●
雇
用
期
間

　
令
和
２
年
４
月
６
日
〜
令
和
３

年
３
月
25
日
（
予
定
）

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　
週
５
日
（
土
、
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
お
よ
び
長
期
休
業
日
を

除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

３
時（
う
ち
５
時
間
45
分
勤
務
）

●
応
募
資
格

　
教
員
免
許
な
ど
を
有
す
る
人

●
試
験…

面
接

※

日
時
、場
所
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

し
12
月
25
日
㈬ 

必
着

も
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
（
写
真
貼
付
）
し
た
も
の

に
学
校
教
育
課
指
定
の
様
式
を

添
付
し
、
応
募
職
種
を
朱
書
き

し
た
封
筒
に
入
れ
て
申
込
先
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
持
参
可
）。

※

学
校
教
育
課
指
定
の
様
式
は
学

校
教
育
課
お
よ
び
各
教
育
振
興

班
に
あ
り
ま
す
。

※

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
学
校
教
育
課 

☎
７
３
‐
６
７
０
２

　
〒
８
５
９
‐
２
４
１
２

　
南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

学
校
支
援
員
募
集

●
募
集
人
員…

23
人

●
勤
務
内
容…

教
員
業
務
の
支
援

（
授
業
で
使
う
資
料
の
印
刷
な
ど
）

●
勤
務
地…

市
内
小
中
学
校
（
勤

務
校
は
後
日
指
定
し
ま
す
）

●
報
酬
な
ど…

時
給
８
９
０
円
、

通
勤
手
当
あ
り

●
雇
用
期
間

　
令
和
２
年
４
月
６
日
〜
令
和
３

年
３
月
25
日
（
予
定
）

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　
週
５
日
（
土
、
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
お
よ
び
長
期
休
業
日
を

除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

12
時
30
分

※

勤
務
時
間
は
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
試
験…

面
接

※

日
時
、場
所
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

し
12
月
25
日
㈬ 

必
着

も
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
（
写
真
貼
付
）
し
た
も
の

に
学
校
教
育
課
指
定
の
様
式
を

添
付
し
、
応
募
職
種
を
朱
書
き

し
た
封
筒
に
入
れ
て
申
込
先
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
持
参
可
）。

※

学
校
教
育
課
指
定
の
様
式
は
学

校
教
育
課
お
よ
び
各
教
育
振
興

班
に
あ
り
ま
す
。

※

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
学
校
教
育
課 

☎
７
３
‐
６
７
０
２

　
〒
８
５
９
‐
２
４
１
２

　
南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

通
級
型
心
の
教
室「
つ
ば
さ
」

施
設
指
導
員
募
集

●
募
集
人
員…

７
人

●
勤
務
内
容…

市
内
小
中
学
校
に

登
校
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
児

童
生
徒
に
対
し
て
、
個
別
や
小

集
団
で
の
相
談
お
よ
び
学
習
指

導
を
行
い
、
集
団
生
活
に
適
応

す
る
力
を
育
て
る
支
援

●
勤
務
地…

通
級
型
心
の
教
室

「
つ
ば
さ
」（
旧
布
津
小
第
一
分

校
）

●
報
酬
な
ど…

時
給
１
，
０
５
０

円
、
通
勤
手
当
・
12
月
期
末
手

当
あ
り
、
雇
用
保
険
あ
り

●
雇
用
期
間

　
令
和
２
年
４
月
６
日
〜
令
和
３

年
３
月
25
日
（
予
定
）

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　
週
５
日
（
土
、
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
お
よ
び
長
期
休
業
日
を

除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

３
時（
う
ち
５
時
間
45
分
勤
務
）

●
応
募
資
格…

教
員
免
許
、社
会

福
祉
士
な
ど
の
国
家
資
格
ま
た

は
そ
れ
に
準
じ
る
資
格
を
有
す

る
人
お
よ
び
児
童
生
徒
の
指
導

経
験
を
有
す
る
人

●
試
験…

面
接

※

日
時
、場
所
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

し
12
月
25
日
㈬ 

必
着

も
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
（
写
真
貼
付
）
し
た
も
の

に
学
校
教
育
課
指
定
の
様
式
を

添
付
し
、
応
募
職
種
を
朱
書
き

し
た
封
筒
に
入
れ
て
申
込
先
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
持
参
可
）。

※

学
校
教
育
課
指
定
の
様
式
は
学

校
教
育
課
お
よ
び
各
教
育
振
興

班
に
あ
り
ま
す
。

※

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
学
校
教
育
課 

☎
７
３
‐
６
７
０
２

　
〒
８
５
９
‐
２
４
１
２

　
南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

特
別
支
援
教
育
助
手
募
集

●
募
集
人
員…

35
人

●
勤
務
内
容…

特
別
な
配
慮
を
要

す
る
児
童
生
徒
の
個
別
の
支
援

●
勤
務
地…

市
内
小
中
学
校
（
勤

務
校
は
後
日
指
定
し
ま
す
）

●
報
酬
な
ど…

時
給
１
，
０
５
０

円
、
通
勤
手
当
・
12
月
期
末
手

当
あ
り
、
雇
用
保
険
あ
り

●
雇
用
期
間

　
令
和
２
年
４
月
６
日
〜
令
和
３

年
３
月
25
日
（
予
定
）

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　
週
５
日
（
土
、
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
お
よ
び
長
期
休
業
日
を

除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

３
時（
う
ち
５
時
間
45
分
勤
務
）

●
応
募
資
格…

教
員
免
許
、看
護

師
資
格
な
ど
を
有
す
る
人

●
試
験…

面
接

※

日
時
、場
所
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

し
12
月
25
日
㈬ 

必
着

も
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
（
写
真
貼
付
）
し
た
も
の

に
学
校
教
育
課
指
定
の
様
式
を

添
付
し
、
応
募
職
種
を
朱
書
き

し
た
封
筒
に
入
れ
て
申
込
先
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
持
参
可
）。

※

学
校
教
育
課
指
定
の
様
式
は
学

校
教
育
課
お
よ
び
各
教
育
振
興

班
に
あ
り
ま
す
。

※

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
学
校
教
育
課 

☎
７
３
‐
６
７
０
２

　
〒
８
５
９
‐
２
４
１
２

南
島
原
市
奨
学
資
金
償
還

補
助
金
の
ご
案
内

　
南
島
原
市
奨
学
金
を
借
り
て
学

校
を
卒
業
し
た
後
、
市
内
に
居
住

し
、
就
労
し
て
い
る
人
に
は
返
還

し
た
奨
学
金
の
２
分
の
１
以
内
の

金
額
が
補
助
金
と
し
て
交
付
さ
れ

ま
す
。
対
象
は
、
平
成
28
年
度
以

降
、
新
た
に
償
還
を
開
始
さ
れ
た

人
で
す
。
今
、
奨
学
金
を
借
り
て

い
る
人
、
こ
れ
か
ら
借
り
る
予
定

が
あ
る
人
は
、
卒
業
後
の
進
路
と

し
て
、
南
島
原
市
へ
の
定
住
を
お

考
え
く
だ
さ
い
。

【
奨
学
金
は
計
画
ど
お
り
返
還
し

て
く
だ
さ
い
】

　
南
島
原
市
奨
学
金
を
借
り
て
い

た
皆
さ
ん
に
は
、
返
還
計
画
に
沿

っ
て
奨
学
金
の
返
還
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
返
還
が
滞

っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
未
納
が

増
え
る
と
、
今
後
の
返
還
が
困
難

に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
未
来
の

学
生
へ
の
貸
与
も
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
し
っ
か
り
自
覚
を
持
っ
て

計
画
ど
お
り
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
や
氏
名
な
ど
が
変
更
に
な
っ

　
南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

井
戸
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

　

井
戸
水
は
、環
境
変
化
や
井
戸

管
理
な
ど
の
影
響
で
飲
用
に
適
さ

な
く
な
る(

水
質
基
準
を
満
た
さ

な
い)

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
井
戸
水
の
衛
生
管
理

・
井
戸
の
周
辺
を
清
潔
に
保
ち
、

井
戸
に
蓋
を
し
、
周
辺
に
柵
を

設
け
て
く
だ
さ
い
。

・
井
戸
水
の
汚
染
は
味
、に
お
い
、

色
な
ど
、す
ぐ
分
か
る
も
の
と
、

細
菌
や
化
学
物
質
な
ど
、見
た

だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。自
分
で
大
丈
夫
と

判
断
せ
ず
、定
期
的
に
専
門
機

関
に
よ
る
水
質
検
査(

年
に
１

回
程
度)

を
受
け
、安
全
性
の
確

認
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
大
腸
菌

群
や
、硝
酸
性
窒
素
な
ど
の
検

査
で
約
８
千
円
程
度
）

●
井
戸
水
の
飲
用

・
井
戸
水
を
飲
用
す
る
場
合
は
、

適
切
な
処
理
（
高
温
消
毒
や
有

害
物
質
除
去
装
置
の
利
用
な

ど
）
を
行
い
、
異
常
を
感
じ
た

ら
飲
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

●
水
道
水
へ
の
切
り
替
え

・
水
質
基
準
を
満
た
さ
な
い
井
戸

水
は
健
康
被
害
の
恐
れ
が
あ
り
、

硝
酸
性
窒
素
が
高
い
と
乳
幼
児

な
ど
へ
の
悪
影
響
が
あ
り
ま
す

の
で
、
水
道
水
へ
の
切
り
替
え

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課　
☎
７
３
‐
６
６
４
４

　
上
水
道
課　
☎
７
３
‐
６
６
８
５

み
か
ん
収
穫
体
験
参
加
者

募
集

　
市
の
農
産
物
の
地
産
地
消
を
推

進
す
る
目
的
で
、旬
の
み
か
ん
の

収
穫
体
験
を
行
い
ま
す
。

　
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

と
12
月
８
日
㈰　
午
後
２
時
〜

ば
北
有
馬
町
内
（
午
後
１
時
30
分

北
有
馬
支
所
集
合
）

定
10
人（
先
着
順
）

り
無
料

対
市
民
ま
た
は
市
内
勤
務
の
人

し
12
月
５
日
㈭　
午
後
５
時

も
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課　
☎
７
３
‐
６
６
６
１

第
２
２
０
回

コ
レ
ジ
ヨ
市
民
文
化
講
座

　

今
か
ら
百
年
ほ
ど
前
、島
原
半

島
の
東
西
に
２
人
の
偉
大
な
人
物

が
お
り
、島
原
の
文
明
開
化
を
大

き
く
推
進
さ
せ
た
。島
原
鉄
道
な

ど
を
創
業
し
、後
に
初
代
島
原
市

長
を
務
め
た
植
木
元
太
郎
と
、

千
々
石
島
原
水
力
発
電
所
を
開
業

し
た
城
台
二
三
郎
で
あ
る
。地
域

産
業
や
文
化
な
ど
を
発
展
さ
せ
郷

里
の
人
と
場
の
交
流
を
盛
ん
に
し
、

島
原
地
方
を
明
る
く
照
ら
し
た
そ

の
業
績
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

と
12
月
14
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
４
時

ば
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

●
講
演…

「
島
原
地
方
を
支
え
た

人
た
ち
」に
つ
い
て

●
講
師…

島
原
城
資
料
館

　
松
尾　
卓
次 

氏

り
無
料

定
40
人

も
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

　
☎
７
３
‐
６
７
３
６

た
と
き
は
関
係
書
類
の
提
出
が
必

要
で
す
。
返
還
に
関
す
る
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課 

☎
７
３
‐
６
７
０
１

寄
付
金
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　
長
崎
県
育
英
会
で
は
、
寄
付
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
は
、
奨
学
資

金
と
し
て
活
用
し
、
奨
学
金
事
業

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
温
か
い
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
長
崎
県
育
英
会
へ
の
寄

付
金
に
は
、
税
法
上
の
優
遇
措
置

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
奨
学
金
の
返
還
に
つ
い
て
】

　
あ
な
た
の
返
還
金
は
、
後
輩
の

新
た
な
奨
学
金
と
な
る
重
要
な
も

の
で
す
。
奨
学
金
を
借
り
て
い
た

人
は
、
約
束
ど
お
り
の
返
還
を
お

願
い
し
ま
す
。
住
所
な
ど
の
変
更

や
、
返
還
が
困
難
と
な
り
そ
う
な

場
合
な
ど
は
、
速
や
か
に
本
会
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
公
益
財
団
法
人 

長
崎
県
育
英
会

　
☎
０
９
５
‐
８
２
４
‐
７
５
０
１

ま
ち
づ
く
り
を
応
援
す
る

自
動
販
売
機
設
置

　
市
内
各
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

「
ま
ち
づ
く
り
支
援
自
動
販
売
機
」

は
、
毎
年
、
売
り
上
げ
の
一
部
が

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
か
ら
市
に
寄
附
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
平
成
30
年
度
の
売
り
上

げ
分
と
し
て
約
１
６
８
万
円
の
寄

附
を
い
た
だ
き
、
平
成
22
年
か
ら

の
累
計
で
１
，
３
１
７
万
円
を
超

え
る
支
援
と
な
り
ま
し
た
。

　
寄
附
金
は
、
未
来
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

（
寺
子
屋
21
）」
に
活
用
し
て
い
ま

す
。

【
設
置
場
所
】

●
深
江
町…

瀬
野
海
岸
公
園

●
布
津
町…

世
紀
の
泉

●
有
家
町…

市
役
所
有
家
庁
舎

●
西
有
家
町…

市
役
所
西
有
家
庁
舎

●
南
有
馬
町…

市
役
所
南
有
馬
庁

舎
、
南
有
馬
運
動
公
園
、
有
馬

キ
リ
シ
タ
ン
遺
産
記
念
館
、
原

城
跡
入
口
駐
車
場

●
口
之
津
町…

口
之
津
歴
史
民
俗

資
料
館

●
加
津
佐
町…

農
村
婦
人
の
家
、

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
六
反

田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
花
房

展
望
所

問
地
域
づ
く
り
課

　
☎
７
３
‐
６
６
３
１

家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
時

は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
住
宅
や
倉
庫
な
ど
を
取
り
壊
し

て
滅
失
登
記
を
行
っ
た
場
合
は
、

法
務
局
か
ら
の
異
動
通
知
に
基
づ

き
、事
実
確
認
を
行
い
、税
額
の
修

正
を
行
い
ま
す
。し
か
し
、家
屋
が

取
り
壊
さ
れ
て
い
て
も
登
記
が
さ

れ
て
い
な
い
場
合
や
、滅
失
登
記

を
し
て
い
な
い
場
合
は
そ
の
ま
ま

課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ
必
ず
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、家
屋

の
新
築
や
増
築
の
場
合
も
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課　
☎
７
３
‐
６
６
４
２

第　
回 

長
崎
県
ま
ち
づ

く
り
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル　

受
賞
作
品
等
展
示
会

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が「
つ
く
っ
て
み
た
い
な 

こ
ん
な
ま
ち
」を
描
い
た
作
品
を

展
示
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ

い
。

と
12
月
12
日
㈭
〜
19
日
㈭

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
10
時

ば
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

問
都
市
計
画
課 

☎
７
３
‐
６
６
７
７

口
ノ
津
港
講
座
の

第
５
回
目
を
中
止
し
ま
す
。

　
広
報
紙
８
月
号
で
お
知
ら
せ
し

て
い
た
12
月
21
日
開
催
予
定
の

「
口
ノ
津
港
講
座
」
の
第
５
回
目

の
講
話
と
演
奏
は
中
止
い
た
し
ま

す
。

問
口
之
津
公
民
館

　
☎
７
３
‐
６
７
７
６

の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー

年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て

　
12
月
30
日
㈪
か
ら
令
和
２
年
１

月
１
日（
水・祝
）ま
で
の
間
、
余

熱
利
用
施
設
「
の
ん
の
こ
温
水
セ

ン
タ
ー
」
を
休
館
し
ま
す
。

　
１
月
２
日
㈭
か
ら
通
常
通
り
営

業
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
５
７
‐
３
６
‐
５
８
８
８

自
然
観
察
会

「
雲
仙
裏
道
散
歩
〜
札
の
原
〜
」

と
12
月
15
日
㈰　
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

ば
集
合…

雲
仙
お
山
の
情
報
館

な
雲
仙
の
裏
道
に
隠
れ
た
名
所
・

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
ま
す
。

●
持
参
品…

動
き
や
す
い
服
装

（
防
寒
着
）、飲
み
物
、帽
子
、タ

オ
ル
、手
袋
、雨
具
な
ど

●
主
催…

（
一
財
）自
然
公
園
財

団
・
雲
仙
支
部

定
15
人

り
大
人…

５
０
０
円
、
小
学
生…

３
０
０
円
（
保
険
代
な
ど
）

●
受
付
開
始…

12
月
１
日
㈰　
午

前
９
時
〜（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

も
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
雲
仙
お
山
の
情
報
館

　
☎
０
９
５
７
‐
７
３
‐
３
６
３
６

長
崎
県
　
ま
ち
づ
く
り
の
絵

31

　九州は全国的に見ても石橋が多い地域で、特に美しい弧
を描くアーチ式の石橋はその９割が九州に存在するとも言
われています。島原半島にも多くの石橋がありますが、中
でも南島原市北有馬町は、美しい石橋が複数見られる地域
です。
　北有馬町内には少なくとも10の石橋があります。中でも、
有馬川の支流に架かる荒田下橋、田中橋、元平橋、坂下橋、
面無橋の５つの石橋群は、地方の近代化を象徴する価値を
持つとされ、平成31年２月14日に「有馬の石橋群５橋」
として、長崎県の有形文化財に指定されています。
　これら５つの橋のうち、江戸時代後期に架けられたとさ
れる面無橋には安山岩が、明治から大正時代に架けられた
残りの 4 橋には玄武岩が用いられています。つまり、石橋
をつくるのに適した石材としての溶岩が容易に手に入った
ことが、この地域に石橋が発達した理由の一つです。しかし、
この地域に石橋があるのは別の理由もあります。それは、
橋を架けなければ渡ることができない川の存在です。
　北有馬町付近には、約50万～30万年前にもたらされた

雲仙火山の噴出物や、海などにたまってできた、さらに古
い時代の地層が分布しています。これらの地層は、島原市
有明町から南島原市深江町に分布する15万年前よりも新し
い時代につくられた地層に比べて水を通しにくいため、降
った雨の多くは地面に染み込まずに地表を流れます。地表
を流れる水はやがて集まり、川となって大地を削ります。
北有馬町付近は長年にわたって大地が削られ続けたため、
谷が発達しました。そこで人々は道を確保するために、洪
水が起きれば流されてしまう木の橋ではなく、あえて手間
のかかる石橋を架け、互いの交流を維持したのでしょう。
　島原半島をつくった溶岩は、地域をつなぐ架け橋として、
今も地域の交流を支えています。

と12月19日㈭
　午後１時30分～３時30分（受付：午後１時～）
ば舞岳山荘　駐車場（島原市有明町大三東戊5580-2）
な長崎県天然記念物のシマバライチゴ。採取体験・
試飲・試食を通してシマバライチゴを楽しみます。 

●題　目…「シマバライチゴ摘み体験！」
●講　師…大森 清美 氏（三益製薬株式会社 代表取締役）
※動きやすい服装で、園芸用ゴム手袋を持参してください。
※シマバライチゴのつるには、トゲがあるため服装などにはご
注意ください。
定20人 　り無料　し12月16日㈪
も氏名、住所、性別、生年月日を記載したメールまたは
電話で申し込んでください。
問島原半島ジオパーク協議会事務局
　☎０９５７ー６５ー５５４０　E-mail： info@unzen-geopark.jp

第37回 ジオ空教室
ぞら

　平成21年、南島原市を含めた島原半島地域は、
世界遺産の地質版といわれている「世界ジオパーク」
に日本で初めて認定されました。
　12月開催のふるさと発見塾では、世界遺産である
原城跡の話も交えながら、市内のジオサイトについ
て分かりやすく解説します。

　ふるさとの歴史について学べる絶好の機会ですので、ぜひご参加ください。

と 12月15日日
　 午後１時30分～4時
※受付…午後１時～
ば 有馬キリシタン遺産記念館
な 南島原市のジオサイト
定 50人　り 無料
し12月９日㈪
問 南島原ガイドの会 有馬の郷
　 ☎６５ｰ６３３３
　（南島原ひまわり観光協会内）

第12回 ふるさと発見塾 参加者募集

お問い合わせは…南島原市役所　☎73ー6600 くらしの情報

　国税庁ホームページの『確定申告書等作成コーナ
ー』では、スマートフォンでも所得税の確定申告書
の提出ができます。

～島原税務署からのお知らせ～

いつでもどこでも
スマホで申告!!

▶スマホで見やすい専用画面
　令和２年１月から２カ所以上の給与所得があ
る人、年金収入や副業などの雑所得がある人な
ども、スマホ専用画面をご利用いただける
ようになります！

※１①マイナンバーカードと②ＩＣカードリーダライタまた
はマイナンバーカード対応のスマートフォンが必要です。

※２事前に最寄りの税務署で①ＩＤ（利用者識別番号）と
②パスワード（暗証番号）を取得する必要があります。

　　ID・パスワード方式は暫定的な対応ですので、お早めに
マイナンバーカードの取得をお願いします。

▶e-Taxで送信
●マイナンバーカード方式（※１）または
　ID・パスワード方式（※2）で送信！
●生命保険料控除の証明書などの
　添付書類は提出不要！
●申告書の控えはPDF形式で
　スマホに保存！

←作成コーナーQRコード

問 島原半島ジオパーク協議会　☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０

つなごう未来へ！
島原半島ユネスコ世界ジオパーク

地域をつなぐ溶岩  ～北有馬町の石橋群～

南島原市北有馬町にある元平橋。
大正10年に架けられたこの石橋は、玄武岩を組んでつくられています。

【訂正とお詫び】広報紙11月号の25ページ
に掲載した写真について、「雲仙・八万地獄」
と紹介しましたが、正しくは「雲仙・お糸地獄」
です。訂正して詫びいたします。


